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平成 29 年宇検村成人式
新成人が大人の仲間入り

平
成
29
年
宇
検
村
成
人
式

が
平
成
29
年
１
月
４
日

（
水
）、
宇
検
村
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
元
気
の
出
る
館
」
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
18
名
が

出
席
し
、
家
族
や
地
域
住
民
な

ど
の
温
か
い
祝
福
を
受
け
、
大

人
へ
の
仲
間
入
り
を
喜
び
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
村
野
教
育
長
が

「
今
年
は
村
制
施
行
１
０
０
周

年
の
年
。
そ
の
年
に
成
人
式
を

迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ん
は
何
か

の
縁
で
あ
る
。
自
分
の
目
標
実

現
の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
激

励
。
ま
た
、
元
田
村
長
が
「
感

謝
が
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
っ
て
い
く
が
、
ふ
る
さ
と
宇

検
村
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
し
て

ほ
し
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
祝
賀
会
で
は
、
祝

唄
や
島
唄
、
鎌
踊
り
な
ど
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
一
人
ひ
と
り

の
成
長
を
た
ど
る
映
像
が
上
映

さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
の
自
己

紹
介
で
は
、「
一
人
前
に
な
っ

た
ら
シ
マ
に
帰
っ
て
き
た
い
」

「
保
育
士
を
目
指
し
て
い
る
。

素
敵
な
大
人
に
な
り
た
い
」
な

ど
と
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
や

将
来
の
夢
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。　
　

1恩師らと共に全員で記念撮影2誓いのこ
とばを述べた徳田　里華さん3近況報告や
将来の夢を楽しそうに話す新成人の皆さん
4感謝のことばを述べる辰島　元介さん　
5恩師４名が駆け付けお祝いのことばを送
りました6出席者全員で乾杯する様子

●大友　太陽（湯湾）

●奥田   篤（湯湾）

●小田桐 睦（田検）

●勝   勇太（湯湾）

●栄   翔大（芦検）

●壽山   陸（芦検）

●辰島  元介（須古）

●柳原   海（湯湾）

●亀石  愛梨（湯湾）

●辰島  千夏（須古）

●玉利  優香（芦検）

●徳田  里華（芦検）

●中村  佳乃（田検）

●新元  ひかり（湯湾）

●津田  大地（宇検）

●野畑  優衣（久志）

●白間  涼香（佐念）

●盛宮  晋弥（平田）

平成 29年成人式該当者（敬称略）
●男性 10 人　●女性 8人

【新成人対象者】平成 8年 (1996 年 )4 月 2 日か
ら平成 9年 (1997 年 )4 月 1 日までに生まれた方
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◎消防庁長官功労章	

◎日本消防協会 30年勤続章	

◎鹿児島県消防協会精績章	

◎鹿児島県消防協会功績章	

◎鹿児島県知事 10年勤続章	

◎大島支部長 15年勤続章	

◎大島支部長功績章	

表彰受賞者（敬称略）

幸   峰昭、徳山 季光、川畑 博学、
中田 信幸、保   信一、  俊岡 純男　

前田 博哉　

津田 政俊　

保池　久　

川畑 竜也、前田 博哉　

泉　俊幸、田畑 成康　

前田　康、植田 大伸、重野 隼人、
坂江　潤、橫田 文和、森  慎之介　

平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

宇
検
村
陸
上
競
技
場
に

お
い
て
、
平
成
29
年
宇
検
村
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宇
検
村
消
防
団
員
77
名
が
一
同

に
集
結
し
、
地
域
防
災
の
意
識

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
田
検
小
学
校

の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
宇
検
村
役

場
前
か
ら
陸
上
競
技
場
ま
で
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訪

れ
た
観
客
か
ら
は
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
式
で

は
、
通
常
点
検
や
規
律
訓
練
が

行
わ
れ
た
他
、
長
年
に
わ
た
る

地
域
防
災
へ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
消
防
関
係
者
へ
の
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

宇検村消防団員が集結！

平成        年宇検村消防出初式29

1通常点検の様子
2パレードの様子
3表彰を受ける保
池　久団長4整列
する姿が凛々しい団
員たち5最後に行
われた一斉放水の様
子6田検小学校鼓
笛隊の皆さん
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1 

2 

▲お目当ての品を買い求めるお客さんで賑わう

▲マグロの解体ショー ▲人気のエビ汁

▲制作したポスターと配布した様子

　　    エビ汁に長蛇の列
　　　　第９回宇検村お魚祭り

　平成 28 年 12 月４日（日）、 宇検村の恒例イベン
トの一つ、第９回お魚祭りが宇検村漁協前で開催
され、村内外から大勢の人が訪れました。毎年人
気のエビ汁には、またたく間に長蛇の列ができ、1
時間ほどで完売。その他、マグロの解体ショーや
海産物などが当たる抽選会も行われ、会場は昨年
以上の賑わいとなり、活気に溢れていました。

　　    飲酒運転撲滅ポスター
　　　　　　村内飲食店などに配布

　平成 28 年 12 月 20 日（火）、瀬戸内警察署と宇
検村商工会、瀬戸内町商工会は協同で飲酒運転防
止ポスターを制作し、加盟している酒類などを販
売・提供する飲食店や酒類販売店などに配布しま
した。ポスターには「飲んだら乗るな！」の文字
が赤字で大きく掲載されているほか、「飲んだら運
転しない」「飲んだ人に運転させない」「運転する
人に飲ませない」の３か条があり、飲酒運転の根
絶を強く訴えかけたわかりやすいポスターとなっ
ています。

3 

▲やっぱりスキーが一番人気 ▲七ヶ宿ダムを見学

▲被災地で犠牲者に手を合わす子どもたち ▲仙台光のページェント

　　    今年で３回目
　　　　宮城県七ヶ宿町児童交流事業

　平成 28 年 12 月 25 日から 28 日まで 3 泊 4 日
の日程で、村内の小学 6 年生 14 名が宮城県七ヶ
宿町へ行き、スキー体験や被災地見学などを行い
ました。参加した子どもたちのほとんどが、スキー
を初めて体験。最初は怖がっていましたが、七ヶ
宿町役場の職員の方々に指導していただき、楽し
く滑ることが出来ました。また、七ヶ宿ダムや仙
台光のページェントも見学。岩の大きさや幻想的
な光の美しさにとても驚いていました。
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4 

5 

6 

▲強烈なスパイクを打ち込む選手

▲表彰された屋宮史芳さん（田検）と会場の様子

▲小学２年生の部で優勝した宇検マテリヤチーム（上）

　　    第 11回宇検村ケンムン杯
　　　　中学校バレーボール大会

　平成 29 年 1 月 21 日（土）、村総合体育館でケ
ンムン杯女子中学校バレーボール大会が開催され
ました。この大会は昨年まで奄美大島開運酒造㈱
が主催していましたが、今年度から村バレーボー
ル協会が引き継ぐことになりました。８チームが
参加し、熱戦が繰り広げられました。田検中学校
は予選から順調に勝ち進みましたが、決勝戦で惜
しくも敗れ、２位となりました。

　　    第１回ウケンムン Cup
　　　　　宇検村少年サッカー大会

　平成 29 年 1 月 21 日（土）、22 日（日）の 2 日
間にわたり、宇検村では初のサッカー大会となる
第１回ウケンムン CUP 宇検村少年サッカー大会が
村野球場で開催されました。島内から小学６～２
年生以下の４部門にそれぞれ６チームが参加。ボー
ルをつなぎ、ゴールを目指す子ども達の一生懸命
なプレーが光りました。小学２年生以下の部では、
宇検マテリヤチームが見事優勝しました。

　　    奄美群島かんきつ振興大会
　　　　　　　　　　　　　宇検村で開催
　平成 29 年 1 月 22 日（日）、奄美群島農政推進
協議会主催の 2016 年度奄美群島かんきつ振興大
会が元気の出る館でありました。生産農家や JA、
行政関係者ら約 180 名が参加。県大島支庁の担当
者が果樹・果菜類の害虫ミカンコミバエ種群の防
除対策を報告したほか、かんきつ類の新品種「津
之輝」とタンカンを 2 本柱とする産地振興策を提
言。関係者らが安定生産や有利販売の展開に向け、
一丸となって取り組むことを確認しました。また、
タンカン振興功労者に屋宮史芳さん（田検）が選
ばれ、表彰を受けました。

7 

8 

9 

▲大盛り上がりとなった会場の様子

▲発掘調査の様子

▲一斉にスタートする参加者ら

　　    旧正月を真剣勝負で祝う！！
　　　　　第４回新春ナンコ大会

　平成 29 年 1 月 28 日（土）旧正月の日、第４回
新春ナンコ大会が開催されました。村内の各集落
や婦人会、青年団の代表で構成された 24 チーム
が熱戦を繰り広げ、会場は大盛り上がり。「きょう
だい！」「3 本！」などの威勢のいい声が響き渡り、
真剣勝負が繰り広げられました。結果は個人戦で
は徳田治さん（芦検）、団体戦では芦検青壮年団が
優勝を飾りました。

　　    厚生労働省職員　　　　　
　　　　船越海岸で埋葬地確認調査

　太平洋戦争中の 1944 年 8 月に撃沈された学童
疎開船「対馬丸」。宇検村へは 21 名の生存者と
105 体もの遺体が打ち寄せられました。その犠牲
者の埋葬地確認調査のため平成 29 年 2 月２（木）、
３日（金）の２日間、厚生労働省職員が船越海岸
で試掘確認調査を行いました。当時の証言をもと
に、22 箇所を掘り起して調査を行いましたが、今
回の調査では遺骨は見つかりませんでした。

　　    ヒカンザクラを楽しみながら　
　　　第 19回健康づくり完走歩大会

　平成 29 年 2 月 5 日（日）、第 19 回宇検村健康
づくり完走歩大会が行われました。10、5、3 ㌔の
各コースにエントリーした 227 名が、村陸上競技
場を順にスタート。満開のヒカンザクラを楽しみ
ながら、思い思いのペースで全員が完走しました。
また、ゴール後には、恒例となった青年団による
豚汁の炊き出しや、生活研究グループによるフティ
ムチやふくれ菓子などの販売がありました。
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